
船橋中央病院前救護所設置・運営訓練（令和6年10月19日）アンケート（主な意見）

１　実際に訓練に参加してみて良かった点、課題と感じ
た点、わかりにくかった点などをご記入ください。

２　訓練やその準備を通じて、災害医療に
関する理解が深まったか。

３　次回の訓練ではどのようなことに取り組みたいです
か。

４　自由記載（災害医療対策全般について御意見・
御要望等）

・トリアージの体験ができて良かった。（多数）
・それぞれの流れが把握できて良かった。（多数）
・トリアージ、黄エリア、赤エリアとそれぞれ丁寧な解説と
共に行われ、分かりやすかったです。
・２部制に分けていたので、各エリアをしっかり見学するこ
とが出来た。その都度、解説を入れてくれていたのでとて
も分かりやすかった。
・実際の現場では、多くの患者が殺到すると思うので、
混雑時の動きも確認できると良いと思いました。
・歩行が出来てる時点でトリアージ緑と判定したならば、
医師ではなく看護師でも良いのではないかと思いました。
医師は災害時可能な限り、処置などにまわってほしいと
思いました。
・トリアージの場所が毎回ばらばらだったため、レーンを
作って場所を固定した方が良いと思った。
・緑エリアからの投薬（薬の受け取り）、帰宅者の動線
がトリアージエリア（待機者たち）と交叉しているので、
人の流れ方に課題を感じました。
・災害時の資機材不足に不安を感じました。
・指揮所の体験をし、参集状況によるが、役割を決めた
りすること等から、病院職員や医師も必須だと感じまし
た。また、トリアージの記載漏れがあった時にどのように確
認したら良いかなどわからなかった。
・指揮所の備品ボックスなどがあれば、準備がしやすいか
なと思いました。（トリアージタグの整理がしやすいよう
に、伝票差しやボックスなど。その他本部連絡先や業務
内容がわかる資料などを保管）

・大勢が押しかけた時のトリアージを複数のレーンでの実
施したい。（負荷を高めた訓練を実施したい旨の回答
多数）
・あきらかに重症やあきらかに軽症の人たちをどう振り分
けるのか、同じ列で待たせるのか?等の対応について。
・多くの方を対応できるように、トリアージを複数で行う
等、効率向上を目指す訓練を行う。
・被害想定の負荷を高めて（ライフラインの停止等）実
施するこの訓練はとても大切だと思います。是非続けて
行ってほしいと思います。
・救急車対応も含めた病院全体の受入訓練を行いた
い。
・市医療本部とのやり取りを取り入れていただければと思
います。
・併用薬の確認（お薬手帳orマイナンバーカード）を
訓練に取り入れてほしい。
・市災害医療対策本部とのやり取りを取り入れてほし
い。
・物品の準備から訓練をやってみたい。（足りない時など
誰にどう伝達したらよいかも含め）
・訓練としてはかなりの緊張感を発揮できていると感じた
ので、実体験に基づいた経験談（医師、病院、患者そ
れぞれの目線）等も聞いてみたいと思った。

今後さらに多くの近隣クリニック、四師会の方々に参加し
ていただき、皆の経験値を上げていけるよう、船橋市一
丸で頑張りましょう。
・一般医療機関の多くの参集を希望する。実際には病
院職員は院内の作業でトリアージはできないと思われ
る。トリアージは医師ではなく、パラメディカル（看護師
等）はできるようにしておく必要があると思う。
・実際は多数の患者が訪れるのでスピードが求められ
る。正確に迅速に対応できるようになるためにはこのよう
な訓練の機会を多く設けてもらいたい。
・１部と２部の訓練を同時進行して、臨場感が欲し
い。
・実際に災害が起きた時に自分のクリニックでもどう対応
するか考えないといけないと思った。
・災害処方箋を調剤した際に薬情を被災者に渡せる
か。
・災害でレントゲン等検査が出来ない中での判断や応
急処置等は柔道整復師が優れていると今一度感じまし
た。
・日々、計画・マニュアルを整え、訓練を実施することが
必要だと改めて感じました。
・今回の訓練成果をマニュアルを改善することにより明確
化していただきたい。
・患者のとりちがえや、名前間違いの危険性について、ト
リアージタグが（焦ってしまい仕方ないところもあるが）
文字が汚く読めない、略語や専門用語が多くわからない
（特に事務方）（最低限の共通用語が必要）
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%
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以前よりも理解できた（４８人）

あまり理解できなかった（０人）

無回答（１人）

資料６


